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公開要望書 

 

国立国会図書館デジタルコレクションの公開範囲拡大による知識情報

基盤の充実を求めます 

 

 

文部科学大臣      萩生田 光一 殿 
 

文化庁長官       宮田 亮平 殿 
 

国立国会図書館長    吉永 元信 殿 
 
国立研究開発法人 

科学技術振興機構理事長 濱口 道成 殿 
 
大学共同利用機関法人 

情報・システム研究機構 

国立情報学研究所所長  喜連川 優 殿 

 

 

 現在、新型コロナウイルス感染症の拡大にともない、国立国会図書館をはじめ、全国の大

学図書館や地方自治体の図書館など、教育・研究に不可欠な日本各地の図書館が休館に追い

込まれました。今後、新型コロナウイルス感染症の拡大が収束に向かうとしても、なお長期

にわたって図書館が本来の機能を果たすことが難しくなることが予想されます。 

 図書館の休館延長・一部機能の停止、あるいは利用者の来館が困難な状況が続けば、本来

図書館がもつ教育・研究に果たすべき公共的役割が著しく制約されることになります。この

図書館機能に対する制約が続くと、日本の教育・研究に多大な影響を与えることになります。

とくに、卒業研究に取り組む学部学生、迅速な研究成果が求められている大学院生・ポスド

クなどの若手研究者にとっては由々しき事態であり、中長期的にみたときにも、個々人のそ

のキャリア形成のみならず、学知を支える存在の欠落を招き、将来の社会全体に与えるダメ

ージは計り知れません。 

 したがって、新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぎながら、教育・研究に必要な図書館

所蔵資料へのアクセスを可能とする対応が求められています。そのため、以下のように国立

国会図書館デジタルコレクションの公開範囲の拡大を要望します。 

 

1．国立国会図書館デジタルコレクションのうち、図書館送信対象資料と国立国会図書館内

限定公開資料のアクセス制限を可能な限り撤廃するよう、法改正を含めた施策を早急に

検討すること。なお、あわせて公共貸与権を導入するなどにより、出版社と著者の権利

を適切に保障すること。 
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2．国立国会図書館デジタルコレクションのうち、著者の没年が不明、ないしは著作権上の

権利者が不明のいわゆる「孤児著作物」について、速やかにインターネット公開をすす

めること。 

 

3．各図書館の利用者が、電子メール等を利用して図書館資料の複製物の提供を全面的にう

けられるよう、権利者団体及び図書館関係者間の協議に留意しつつも、積極的かつ早急

に議論を進めること。 

 

 これらは、新型コロナウイルス感染症拡大に対する緊急措置としての要望であるものの、

将来にわたって日本の知識情報基盤を拡充するために、必要不可欠な施策と考えます。 

 もちろん制度変更を伴わずとも、学会・協会、出版社、さらには研究者個々人といった著

作権者側でできることは多数あります。たとえば、公益社団法人日本図書館協会は「新型コ

ロナウイルス感染症に係る図書館活動についての協力依頼」（2020 年 4 月 24 日）を発し、

著作権をもつ関係団体に公衆送信への協力を要請しています。 

 このような取り組みに協力すること、さらに緊急時でなくても常に研究成果を積極的に

発信するよう取り組むことは、学術研究に携わるすべての関係者に求められています。歴史

学関係の学会・協会も、上記の要望に加えて研究成果のオープンアクセス化をすすめること

で、学生・大学院生、さらには不安定な立場にある研究者を含むすべての研究者が研究活動

を継続できるような環境整備に協力していきます。 

 しかしながら、一方で、学会・協会が独自に学会誌のデジタル化をすすめるのは費用がか

さみ、対応できないという現実があります。つとに J-STAGE により、有識者会議で選定し

た 705 誌のデジタルアーカイブズ化が行なわれたのですが、ここから漏れたり、あるいは諸

般の事情でデジタル化に応じることができなかったりした学会・協会も多くあります。 

 この機会に再度、範囲を拡大して過去の国内学術雑誌のデジタルアーカイブズ化を推進

していただきたくお願い申し上げます。J-STAGE、国立国会図書館、CiNii との連携サービス

により、国内学術雑誌のほとんどすべてを利用者が電子媒体により閲覧できる体制をつく

っていただきたいと深く念願するものです。 

 

2020 年 5 月 23 日 

日本歴史学協会 

秋田近代史研究会 

岩手史学会   

大阪歴史学会 

九州西洋史学会 

京都民科歴史部会 

交通史学会 
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国史学会 

ジェンダー史学会 

駿台史学会 

戦国史研究会 

総合女性史学会 

地方史研究協議会 

朝鮮史研究会  

東海大学史学会 

東京歴史科学研究会 

東北史学会 

 名古屋歴史科学研究会 

奈良歴史研究会 

日本史研究会 

日本風俗史学会 

白山史学会 

          別府大学史学研究会 

立教大学史学会 

歴史科学協議会 

歴史学研究会 

歴史学会   

歴史教育者協議会 

歴史人類学会 

 （賛同学会、2020年 7月 31日） 


